
分野 科目名 配当年次 開講期 

専門分野 母性看護学方法論Ⅲ 3年次 前期 

単位数 時間 担当教員 実務経験の有無 

1単位 

（15時間） 

16時間 大島ゆかり 有 

   

   

   

授業

の 

概要 

１）周産期のアセスメント視点を復習し、母性看護過程展開方法を学ぶ。 

２）主な女性生殖器疾患の看護を学び、疾患や治療が患者に与える影響と、看護者の関わり方につ

いて考える。 

到達

目標 

＜母性看護過程＞ 

１）母性看護過程展開に必要な周産期のアセスメント視点と展開方法が理解できる。 

２）事例の経過から母子に必要な観察点やケア内容を考えることができる。 

 

＜女性生殖器疾患の看護＞ 

１）女性生殖器に特有な機能別・臓器別疾患と主な症状、治療、看護が理解できる。 

２）疾患が患者へ与える影響と看護者の関わり方を考えることができる。 

授業

計画 

№ 授業内容 授業方法 備考 

１ 
母性看護過程の特徴と援助の方向性 

妊娠・分娩経過のアセスメント 
講義 母性看護過程 

２ 褥婦・新生児アセスメント 〃 母性看護過程 

３ 事例に必要な援助の展開 〃 母性看護過程 

４ 

５ 

６ 

７ 

女性生殖器疾患の治療及び看護 

・機能別疾患（無月経、不妊症、更年期）の主な検査、治

療と看護 

・臓器別疾患（子宮筋腫、子宮内膜症、子宮頸がん、子宮

体がん、卵巣がん）の主な検査、治療と看護 

ジグソーGW 
女性生殖器 

疾患 

８ 
事例から疾患が患者へ与える影響と看護者の関わりをに

ついて考える。女性生殖器疾患の看護（まとめ） 
講義 

女性生殖器 

疾患 

評価 筆記試験 100点 
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